
１．各領域A～Dの背景強度 m (t) の時間発展を推定し、各群発領域を通るGNSS斜距離の変化との対応を考察した。

２．背景強度 m (t) と斜距離の加速増大は B地域深部から他地域の脆性断層内への流体貫入による破壊に至るシナリオを支持する。

３． 領域B深部（Bd）で珠洲観測点の上昇変化が m (t) の急増加と同時に珠洲-舳倉島の斜距離が加速的増大し、次いで10か月間程度
等速（線形）に増加した。これらに対応して、 A, C, D群の m (t) が何れも加速増大し、そして等速的に増大した。

４．加速開始から等速的増大に至る時間的遅延や時間間隔はB地域と群発他地域が離れていることに関係している。

５． 珠洲-舳倉島の斜距離はその１年後で再び加速度的に増大し、約半年間停滞し、その後急減少した。前者は領域B深部（Bd）での
間欠的な活動の m (t) の急上昇に伴い、後者は領域 AとDの境界でのM5.4地震のストレス変化が起きたためである。

６． B地域深部（Bd）でのバースト活動で余震強度成分の少ない μ(t) の急増加が地殻変動に大きく寄与している。

７．最近（2022年11月5日現在）では、能登半島のストレス場方向の斜距離変化率が一定値に向かっている様に見え、領域B深部
（Bd）, D, C の m (t) は減少している。しかし、AとD の m (t) は高いままである。
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